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第１章  はじめに 
 本マニュアルは、ＩＣカードを利用しないＩＤ・パスワード方式のみで電子入札システムを使用

する方が対象となります。 

電子入札システムを使用するためには、ご利用になるパソコンに Java ランタイム（JRE） 

（以下、Java）をインストールし、Java ポリシーと呼ばれる設定を行う必要があります。 

 

１．１ 電子入札システムを使用するまでの流れ               
以下の流れで設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 Java ポリシーを設定する前に 
ご利用のパソコンが電子入札システムを使用するための要件を満たしているか確認しま

す。 

第３章  Java のバージョンについて 
ご利用のパソコンに Java がインストールされているか確認します。 

Windows7/8.1 の場合、JRE8Update１９１が動作対象のバージョンです。 

 

ケース③ 

動作対象の Java が 

インストールされている 

ケース① 

Java がインストール 

されていない 

３．２ Java のアンインストール 
動作対象外の Java をアンインストール 

します 

第５章  Java ポリシーの設定 

Java のインストールが完了した後に、Java ポリシーの設定を行います。 

第 4 章 Java のインストール 
動作対象である Java のインストールを行います 

ケース② 

動作対象外の Java が 

インストールされている 

第 6 章 Java の設定 

電子入札システムを使用するために Java の設定を行います。 

Internet Explorer の設定をしていない場合は「補足２Internet Explorer の設定」も行います。 
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第２章  Java ポリシーを設定する前に 

２．１ 前提条件の確認 
少額物品システムは、インターネットが利用可能で、『表２.1 動作環境』に示した要件を満たす環境 

でご利用できます。 

 

表２.1 動作推奨環境 

項目 要件 

CPU OS の種類により要件が異なります。 

①Windows7 の場合 

Core 2 Duo 1.0GHz 同等以上推奨 

②Windows 8.1  

Intel Core i5 3.1GHz 同等以上推奨 

メモリ OS の種類により要件が異なります。 

①Windows7 の場合 

1.0GB 以上推奨 

②Windows8.1 

2.0GB 以上推奨 

ディスク 1 ドライブの空きが１GB 以上 

OS 以下の何れかの OS であること。 

② Windows 7 Home Premium/ Professional SP1（64bit 版） 

②Windows8.1 エディションなし、Pro （64bit 版） 

ブラウザ Windows 7/ Windows8.1  

Internet Explorer 11 

 
※Internet Explorer は 32 bit 版をご利用ください。 

※Windows 8.1 はデスクトップ版の Internet Explorer のみサポート対象となります。 

※Internet Explorer 以外のブラウザ(Chrome、Firefox 等)には対応しておりません。 

 

ブラウザのバージョンは次の手順で確認できます。 

・Windows7 の場合 
（１）Internet Explorer を立ち上げ、[ヘルプ]メニュー－[バージョン情報]を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２.１-１ Internet Explorer のバージョン確認 

バージョン情報 
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（２）「Internet Explorer バージョン情報」のバージョン情報を確認します。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

図２.１-２ Internet Explorer のバージョン情報確認画面 

 

・Windows 8.1 の場合 
（１）デスクトップのタスクバーより Internet Explorer を立ち上げます。 

 
図２.１-3 デスクトップ画面 

 

※スタート画面およびアプリ画面の「Internet Explorer 」はご利用になれません。 

必ずデスクトップ画面より、ご利用ください。 

      
 

この例では、 
ブラウザのバージョンは、 
「Internet Explorer 11.0」 
であることがわかります。 
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（２）[ヘルプ]メニュー－[バージョン情報]を選択します。 

 
図２.１-4 Internet Explorer のバージョン確認 

 

 

（３）「Internet Explorer バージョン情報」のバージョン情報を確認します。 

 
図２.１-5 Internet Explorer のバージョン情報確認画面  

バージョン情報 

この例では、 
ブラウザのバージョンは、 
「Internet Explorer 11.0」 
であることがわかります。 

~ 
万イル(F) 績葉(E) 表示(V) お気に入り(A) ツール(T)

Fl 

よくアクセスするサイト

Internet Explorerのパージョガ胃報

e悶雲~·11

c2013 Microsoft Corporation. 
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第３章  Java のバージョンについて 

３．１ Java バージョンの確認方法 

ご使用になるパソコンに、Java がインストールされているか確認します。 

インストールされている場合は、インストールされている Java のバージョンを確認してください。 

 

 

 ご使用になるパソコンの java のバージョンは、次の手順で確認できます。 

 

（１） スタートメニューより「コントロールパネル」を開きます。 

・Windows7 の場合              ・Windows 8.1 の場合 

  
図３.１-１ コントロールパネルの表示 
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（２）「大きいアイコン」または「小さいアイコン」に変更します。 

 
Java のアイコンが表示されない場合 ⇒Java がインストールされておりません 

                    第４章を参照の上、Java のインストールを行います 

Java のアイコンが表示される場合  ⇒Java のアイコンをクリックします。 

下記手順にてバージョンを確認してください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３.１-２ Java のバージョン情報確認画面④ 

 

（３）『図 3.１-３ Java コントロールパネル』で「バージョン情報」をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３.１-３ Java コントロールパネル 

 

 

「Java」のアイコンが表

示されているか確認し

てください。 
表示されている場合は

アイコンをクリックしま

す。 

バージョン情報 

臨 屯 J: ~ 

Windows Windows Windows 

Defender Sideshow Update 

廷l必
indowsフ ィンターネッインデックスウェルカム

イドパーの．．． アイアウォ．．． トオプシ．．．のオプション センター

~ Java コ ン トロールパネル

噂 ァッブテ・-卜IJava IセキュリティI詳繕

「製品暉

Javaコントロールバネルについて(JJ)¥ージョン1昔報を表示はます。

= 'I'回
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（４）『図 3.１-４ Java について』で 

Java のバージョンを確認することができます。 

 
 

 
 

図３.１-４ Java について 

 

※注 画面イメージは、OS 等により若干表示が異なる場合があります。 

下のケースごとに次の章へ進んでください 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

ケース① Java がインストールされていない場合       ⇒第４章へ 

 

ケース② 動作対象外の Java がインストールされている場合  ⇒３.２へ 

 

ケース③ 動作対象（※）の Java がインストールされている場合 ⇒第５章へ 
 （※）JRE8Update１９１ 

この例では、バージョンは 
「JRE8 UPDATE 191」 
であることがわかります。 

Javaについて ~ 

JavaテクノロジにOOする詳瑶および径れたJavaアフリケーションを探

すには次のサイトを参賭： http://www.java.com 

ORAi-LE" 
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３．２ Java のアンインストール（ケース②の場合） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
（１） スタートメニューより「コントロールパネル」を開きます。 

・Windows7 の場合               ・Windows 8.1 の場合 

  
 

図３.２-１ コントロールパネルの表示 

 

 
この作業は、電子入札システムが対応してないバージョンの Java がインスト

ールされている場合、競合を避ける為に削除して頂くものです。 

現在インストールされている Java を他のシステムで使用している場合は 

影響を及ぼす可能性があります。 

削除作業はご自身の責任で行ってください。削除作業を起因とする誤作動・不

具合やそれらに限らない損害および障害は、一切その責任は負いかねますので、

ご了承ください。 

Java を削除できない場合は、別のパソコンで電子入札を行ってください。 

注意 
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（２）『図 3.２-２-1 「コントロールパネル」画面①』または『図 3.２-２-2 「コントロール 

パネル」画面②』で、「プログラムと機能」メニューをダブルクリックすると、 

『図 3.２-３ プログラムと機能①』が表示されます。 

 

        ●[表示]メニュー－[詳細]表示の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３.２-２-１ 「コントロールパネル」画面① 

 

●[表示]メニュー－[中アイコン]表示の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３.２-２-２ 「コントロールパネル」画面② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３.２-３ プログラムと機能① 
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（３）『図 3.２-３ プログラムと機能①』をスクロールし、アンインストールする不要な Java 

バージョンのプログラムを選択します。アンインストールする場合は、「アンインストール」

を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３.２-４ プログラムと機能② 

 

（４）『図 3.２-５ プログラムと機能③』画面で、「はい」ボタンを押すと、 

プログラムのアンインストールが始まります。 

 

 

 

 

 

 

 

図３.２-５ プログラムと機能③ 

 

（５）画面が閉じると、プログラムのアンインストールは終了です。 

 

 

（６）複数の不要な Java バージョンが存在する場合には、同様の手順でプログラムのアンインス

トールを繰り返して下さい。終わりましたら「プログラムと機能」画面、右上の「×」ボタ

ンで画面を閉じて下さい。 

 
（７）不要な Java バージョンのアンインストールが終了しましたら、パソコンを再起動して、 

第 4 章へお進みください。 

 

タスク

インストールされた更新プロ

グラムを表示

Windows Marketplaceで新

しいプログラムを敢偉

捐入したソフトウェアを表示（

デジタル ロッカー）

G Windowsの機耗の有効化また
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/~、

プログラムと機能

プログラムのアンインストールまたは変更

プログラムをアンインストールするには、一黄からプロ{

［変更］、または［修復］をクリックします．

塵AdobeReader 9 -Japanese 
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巨 Intel(R)Graphics Media Accelerator Driver 
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巨 IrfanView(remove only) 
已~ ―ヽ―,___ヽ...,_ __ 3 
園 Java!IM I b UOOa'o 

懃LiveUpdate3.3 (Symantec Corporation) 

傍Microsoft.NET Framework 3.5 Language Pack SPl -. 

傍Microsoft.NET Framework 3.5 SPl 

Java(TM) 6 Update 3をアンインストールしますか？

---
口 今後、このダイアログポックスを表示しない Cl はい(Y) ll いいえ(N) l 
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第４章  Java 実行環境の設定（ケース①②の場合） 

４．１ Java のインストール 
ご使用になるパソコンに Java がインストールされていない場合には、Java をインストールする 

必要があります。 

※下記の操作は「管理者」権限のあるユーザにて行ってください 

  

（１） JRE をダウンロードしてデスクトップ等に保存してください。 

保存したＪRE のインストールファイルをダブルクリックしてください。 

※JRE のダウンロード方法については、発注機関のホームページを参照してください。 

 

（2）以下の画面が表示されます。使用許諾契約書をご確認のうえ、「インストール」をクリックし

てください。 

 
図４.１.１-１ Java インストール画面① 

 

（２） 以下の画面が表示されます。この画面の表示中は、パソコンの操作は行わないようにして

ください。 

 
図４.１.１-２ Java インストール画面② 

 

 

 

 

Javaセットアップーようこそ l=I回 ii,oit;細 I

I心四
Javaへようこそ

Javaを使用すると、鵞くべきコンテンツの世界にアクセスできます。ピジネス・ソリューションから有用なユーティリティや
エンターテインメントまで、様々 な分野でJavaはあなたのインターネット1本験を豊かにします。

注意：インストール・ブロセスで個人情報が収集されることはありません。 ，-,-吝クリックすると、収集される情報につい
て確認できます。

ライヤ` ノズ契約に同意してJavaのインストールを今すぐ開始するには、「インストール」をクリックします。

L9宛先フォルダ蕊更する 取消 ィンストール(I)>
...... ヽ今●...... 今●...... 今．^ 竺□l

Javaセットアップ—進行中一 l=I回 1ぞ苓ぷl

I心四
状態：Javaのインストール中

Devices Run Java 
4 
写 Java・#1Development Platform 
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（4）以下の画面が表示されます。『閉じる』ボタンをクリックし、Java 実行環境の導入は 

完了です。 

 

 
図４.１.１-３ Java インストール画面③ 

 

※注 各画面は、OS 等により若干表示が異なる場合があります。 

 

 

Java のインストール後に以下の画面が表示された場合は、「×」ボタンで閉じてください。 

 

 
図４.１.１-４ Java のバージョンの確認画面 

Javaセットアップー完了 l= I—I~ 

I心1匹

V Javaが正常にインストー）しされました

Javaの更新が可能になると、ブロンブトが表示されます。必ず更新をインストールして、パフォーマンスおよびセキュリ
ティの最新の改香を反映させてください。

ヘルフ・リソ-ス

• J印¥lit
• IAバージョ｀ノの削除

• Ja匹淳呻
• エ-,-・メッヤージ

• Java(乃トラづ1レジュー〒イ`ノ

2. 
・子の仲のヘル→

Mぶ OSXChrome

Mac(l)Java TT-'Chrome利そ

用で口ないのはなザですか＂

すべての」...のダウンロード

他のコ:Kュータおこはオペ

レーティング・システム用の

Javaをダウンロードする場合

は、 下のリンクをクリッ~てく
だci,。
すぺてのJavaO沼＇ウソコード

恵新諒字の詳細

（ 閉じる19_ C 

Javaのバージョンの確認

お伎いのオベレーティング・システいこ措奨されたパージョンのJav戎インストールしていることを遥i~て<J:こさ
しし

一u 新た1こJava'/.フトウェアをインスト-)以た場合、プラウザで新たにやスト-11,,l,t,:Javall)J,-ジ土を

有 こするこめにプラウザを再起動してください（ブラウザのすべてのウィンドウをいった人閉じてから、再

度閉きます).JavaScriplt, 賓珈こする必要があリます。

E 
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第５章  Java ポリシーの設定 

５．１ Java ポリシー設定ツールのダウンロードと解凍 
  

Java のインストールが終了致しましたら、電子入札システムポータルサイトより Java ポリシー設定

ツールをダウンロードします。Java ポリシー設定ツールは、OS のバージョンによって異なります。

適切なものをダウンロードしてください。 

 

 

（１）電子入札システムポータルサイトから Java ポリシー設定ツールをダウンロードすると「図

5.１－１Java 実行画面①」が立ち上がります。「実行」ボタンを押下してください。 
 

 

 

 

 

 

 

図５.１-１ Java 実行画面① 

 

（２）信頼済みサイトに電子入札システムのホームページを登録していない場合、以下の「図 5.

１－２Java 実行画面②」が表示されるので、「実行する」ボタンを押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５.１-２ Java 実行画面② 

 

  

関いているファイルーセキュリティの詈告 と坐ヨ

発行元を罐認できませんでした。Z.Olソフトウェアを実行します加

iJ 名前 ... s7_W,ndows8.1 (64b1t) JavaPol,cy設定ツール.exe

発行元．不明な発行元

種類 ァプリケーション
発i言元

て案:".~I 和池' I， 認詳細鉱吝；；；ォ醤I望謬閥置饗t認却誓勘息馬
．涅租団を表ェ1品支，

匹 m む・tキュリティの奮

覺＂元董 ●~:l1tんで~C::fl'J'Jl-');iYl:Wfil..2'flYt

名fl... 57_叩山滋.1(64bt)~:Iー11,,.c,
兄 不疇な覺行着

賣JiVA.'<1≫

潔潟琴福猥窓楼翌裟各嘘饂緊~黙茫亨）
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（３）「図 5.１-３ファイルの展開先（保存場所）指定画面」が表示されます。参照ボタンを押下す

ると、「図 5.１-４フォルダ指定画面」が表示されるので、保存先を指定し「ＯＫボタン」を

押下します。「図 5.１-３ファイルの展開先（保存場所）指定画面」の「展開」ボタンを押下

します。 

 

  
 

図５.１-３ ファイルの展開先（保存場所）指定画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５.１-４ フォルダ指定画面 

 

 

 

（４）上記で選択した保存先に、解凍したファイルが作成されます。 

Java ポリシー設定ツールはダウンロードしたツールと同じ名称のフォルダが作成されます。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５.１-５  JavaPolicy 設定ツール フォルダ 

 

「デスクトップ」を指定

すると、分かりやす

いです。 

Lhaplus Self Extractor 

展閉先のフォルダ(Q):

C:¥ 屯言）

~ 

フォ）区プの参照

フォルダを選択してください。
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５．２ Java ポリシーの設定  
（１） ツールの起動 

５.１で解凍したフォルダの中の「スタート .bat」を右クリックし、「管理者として実行」を

クリックすると「図５.２-２ ユーザーアカウント制御」が表示されます。 

ユーザーアカウント制御画面にて「はい」をクリックすると「図５.２-３ スタート.bat 実

行画面」が表示されます。 

 

 
図５.２-１ JavaPolicy 設定ツールフォルダ画面 

 

 
図５.２-２ ユーザーアカウント制御画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５.２-３ スタート.bat 実行画面 

※ご利用の OS によって、画面が異なる場合があります。

女 お気に入り

贔ダウンロード

■ デスクトyプ

辿 最近表示した場所

＆ ホームグループ

,'!J PC 
』 ダウンロード

JIIデスクt-Yブ

ドキュメント

;. ビクチャ

Bピデオ

Jb .u—ジyク
~ 05 (C:) 

9 ボリューム (E:) " 

[!1,-1 

lib 
J J J 

common.p EbIGCardE Eb岡 icyFil
ermission ncryption e propert, 

Utils.perm es 
lssion 

ユーザーアカウント制御

J 
permissio 
n.penn,ss, 

on 

共膏Cl:!)

送るlli)

切り取り(I)

コピー(~)

注ートか汁の作成(S)

醍除(Q)

名前の変更(!:!)

尤 /17ィ(8)

1 0 次のプログラムにこのコンピューターヘの変更を許可しますか？

II 元グラム名： Windowsコマンドカ耳砂サ
控認済みの発行元：Microsoft Windows 

◎ 誌を表示する(!2) ~ ゴれら⑪配日を表示するタイミングを弯要する
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（２）画面説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５.２-４ java.policy ファイル設定ツール画面① 

 

＜項目内容＞ 

①発注機関名称 

設定を追加する発注機関の名称を入力します。 

②発注機関 URL 

追加する発注機関から提示されている URL を入力します。 

③登録ボタン 

入力した名称と URL を用いて、java.policy ファイルに設定を追加します。 

④終了ボタン 

このツールを終了します。 

⑤ポリシーファイルの参照ボタン 

java.policy ファイルの内容を表示します。 

⑥登録済み発注機関リスト 

登録済みの発注機関名称の一覧を表示します。 

⑦削除ボタン 

登録済み発注機関リストで選択した発注機関に関する設定を削除します。 

 

※java.policy ファイル設定ツールを実行する場合は、管理者権限のユーザにて実行して下さい。 

 

※Java のバージョン更新（アップデート）を行った場合は、再度 java.policy ファイル設定ツール

を実行する必要があります。 

① 

② 

③ ④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

雹!java.policyファイル設定ツールVerl.O

発注1幾閲名称 ＇ 

発注1幾閲URL lhttps://wwwebs-asp.fwdne.jp/CALI 

登緑 l I 終了

ポリシィファイルの参照

巨匡呂

登緑済み発注1幾閲

削除



電子入札サービス Javaポリシー設定マニュアル 

（少額物品、少額役務システム用） 

17 

（３）登録処理 

     少額物品システムに対する設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５.２-５ java.policy ファイル設定ツール画面② 

 

＜操作手順＞ 

①発注機関名を入力します。（例：○○○○市） 

②発注機関 URＬに「https://www.ebs-asp.fwd.ne.jp/CALS/」 が表示されていることを 

確認します。 

③登録ボタンを押します。 

④確認画面です。 

登録を実行してもよければ「はい」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

図５.２-６ 登録確認画面 

 

⑤登録済み発注機関に①で入力した内容（例：○○○○市）が表示されたら登録完了です。 

 なお、本ツールにより、java.policy ファイルを変更するたびに自動的にバックアップファイルが 

作成されます。 

 
 

図５.２-７ 登録完了画面 
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図５.２-８ エラー画面（例） 

 

 

※Java ポリシーの設定が完了したら、ユーザーアカウント制御機能を元の状態に戻し、パソコンを 

再起動してください。 

 
上記（３）④で「はい」ボタンをクリックした後、下図のような画面が表示さ

れ、登録に失敗した場合、ユーザーアカウント制御機能を無効にし、パソコンを

再起動した後、再度、上記（１）ツールの起動から実施してください。 
ユーザーアカウント制御機能を無効にする手順は、補足１を参照してくださ

い。 

注意 

豊鱈 ~ 

゜
aliava.a,l.Co● penenl .dispalchEvenl (Unkno,n Soocce) 
al iava.a,l .EvenlQueue.disoalchEveol l,ol (Unkno● oSource) 

al iava.a,l .EvenlQueue.accesslOOOIUnkno● nSoorce) 
aljava.a,l.EvenlQueuell.con(Unkno● nSoorce) 
al java.a,l .EvenlQueuell .rnn(Unkno● nSoorce) 
aliava.secorilv-AccessConlroller.doP,i,ilmd(Nali,eMelhod) 
aljava.secorily.AccessConlrolConlexlll-dolnlmeclionPcivile&e(Unkno● nSoocce) 
al java.secorilv-AccessConlrolConlexlll .dolnlmecl ionPcivi le&elUnkno● nSoorce) 
al iava.a,l .EvenlQueue$2.rnn(Unkno● nSoorce) 
aliava.a● l-EvenlQueuel2-rnn(Unkno● nSoorce) 
al java.secorily.AccessConlrol ler.doPrivi le&ed(Nal ive ielhod) 
al java.sernrily.AccessConlrolConledll .dolnlmecl ionPcivi ,,.,(Unkno● nSoorce) 
aliava.a● l-Evenl如eue.disoalchEvenl(Unkno●nSome) 

aliava.a● l-EvenlDisoalchlhread.po● oOneEvenlfocfillers(Unkno● nSoocce) 
al iava.a,l.EvenlDisoalchlhread.po● p[venlsfocfiller(Unkno● nSoorce) 

aliava.a● l-EvenlDisoalchlhread.po● oEvenlsfocHierarchv(Unkno● nSoocce) 
al iava.a,l.EvenlDisoalchlhread.po,oEvenls(Unkno● nSoorce) 
al iava.a,l .EvenlDisoalchlhread.po● oEvenls(Unkno,nSoocce) 
al iava.a,t.EvenlDisoalchlhread.rnnlUnkno,n Some) 

亡
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補足１  ユーザーアカウント制御機能の無効化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
１．Windows７の場合 

 

（１）「スタート」ボタンをクリックし、「コントロールパネル」を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 補足.１-１ コントロールパネル呼び出し画面 

 

 

（２）「ユーザーアカウントと家族のための安全設定」を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 補足.１-２ コントロールパネル画面 

 
この作業は、Java ポリシーの設定に失敗した場合のみ、行ってください。 

Java ポリシーの設定が完了したら、必ず元の状態に戻し、パソコンの再起動

を行ってください。 

注意 

コントロールパネル 

ユーザーアカウントと家族のため

の安全設定 

プロジェクターヘの接続

□醗

付

~Snipping Tool 

.,..~ XPS ピューアー

~ Internet Explorer (64ビッ ト）

• すべてのプログラム

□Dグラムとファイ）図渡索

~ 

00 [辱 ≫コント0ールパネル ≫

コンビューターの投定を我至します

システムとセキュリティ

コンピューターの状貼を確認

パックアップの作成

芍題の発見と店

ネットワークとインターネット

[ ネットワークの印ほとタスクの表京

P] 

％ 

コンピューター

コントロールパネル

デバイスとプリンター

既定のプロクラム

ヘルプとサポート

―110 

~~ •• 11コント0ールパネ）ゆ紐 Pl 

表示方法 カテゴリ ・

lぷ言芯芦宍:;~言:定|
〇 保護ぢによる郡閉の設定

デスクトップのカスタマイズ

テーマの変更

~ ホームクルーブと冦 に嬰するオブションの遍択

テスクトップの碕目の変更

雹団の常像農の揖絡

d:j ~~ は霊：ごと示
デバイスの追加

荀計、毎琵、および地域

う キーポードまた四カ方却濠更

屈 ご：：：のアンインストール

e ~~~ 石~:虹却

硯ディスブレイの母遍9じ
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（３）「ユーザーアカウント」を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 補足.１-３ ユーザーアカウントと家族のための安全設定画面 

 

 

（４）「ユーザーアカウント制御設定の変更」を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 補足.１-４ ユーザーアカウント画面 

ユーザーアカウント 

ユーザーアカウント制御設定の変更 

コントロールパネルホーム

システムとセキュリティ

ネットワークとインターネッ

卜

ハードウェアとサウンド

プログラム

• ユーザーアカウントと家族の

ための安全設定

デスクトップのカスタマイズ

時計、口語、および地域

コンピューターの簡単揖作

ユーサーアカウント

アカウントの画像の変更 〇 ユーザーアカウントの追加または削除

Windows/CZワードの変更

保護者による制限

〇 保複者による制限の設定

Windows cardSpace 

ォンラインサービスヘのログオンに使用される情報カードの言理

＠ 頁麟報マネージャー

Windows賓格情報の言理

t喧~
＠ 〇咆い ューザーア… • ユーザーアカウント y I ·~ LI コ ン トこールパネルの検索

コントロールパネルホーム

資格憤報の冒理

, ~ ワードリセットデイスク

の作成

ォンライン IDをリンク

ファイル噌号化圧明●の冒涅

ユーザープロファイルの詳紀

プロパティの構成

坦燒変数の変更

琵自

〇釘181こよる研a

ユーザーアカウンt--0)!匂更

但人用It<.ワードの変更

僅人用)Cl_ワードの削除

画苺の変更

〇 アカウント名の変更

〇 アカウントの種頑の変更

USER 

Administrator 

JCAワード保護
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（５）「ユーザーアカウント制御」ダイアログが表示されるので、「続行」ボタンをクリック 

します。 

ユーザーアカウント制御の設定画面が表示されるので、ゲージを「通知しない」まで 

スライドさせ、「OK」ボタンをクリックします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 補足.１-５ ユーザーアカウント制御の設定画面 

 

 

（６）「OK」ボタンをクリックすると、 

「ユーザーアカウント制御を無効にするには、コンピュータを再起動する必要があります」

とメッセージウィンドウが表示されますので、メッセージをクリックしてパソコンを再起動

してください。 

 

「通知しない」までスライドさせます 

⑭ ューザー アカウント割OIIO)設定 E三J[i臣]~

コンピューターに対する変更の通知を受け取るタイミングの逼択

ユーザー アカウント制御を使用すると、問題を起こす可能性があるブログラムからのコンピューターの変更

の防止に役立ちます。

ユーザー アカウント制御誇定のn細存表示

常に通知する

以下の場合でも逓知しない：

• プログラムがソフトウェアをインス トールしようと

する場合、またはコンピューターに変更を加えよう

とする場合

・ユーザーが Windows設定を変更する場合

◎ 推奨されません。ユーザー アカウント制御でサポー

トされない、 Windows7用に保証されていないプ

ログラムを使用する場合にのみ逼択してください。

E 三
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２．Windows 8.1 の場合 

（１）スタートメニューを右クリックし、「コントロールパネル」を開きます。 

 

 
 

図 補足.2-１ コントロールパネル呼び出し画面 

 

（２）「ユーザーアカウントとファミリーセーフティ」を開きます。 

 

 
 

図 補足.2-２ コントロールパネル画面 

コントロールパネル 

ユーザーアカウントファミリーセ

ーフティ 

ロールパネル

尤グラムと機能(F)

モビリテイセンター(B)

尾源オプション(0)

イベントビューアー(V)

システム(Y)

デバイスマネージャー(M)

ネットワーク接綬(W)

ディスクの管理(K)

コンピューターの管理(G)

コマンドカエンプト(C)

コマンドカ］ンプト（管理者）(A) 

コントロールパネル(P)
● "● ,_,.,_,,,,, .. 一"'●●

エクス1Dーラー(E)

検索(5)

万イル名を指定して実行(R)

-□ 

V e 1 コントロールパネJ戌湘.~ p 

表示方法：カテ:fl).

I~;: 『↓）ご盆芯ファミリー セーフテ：l
0万ミリーセ一方 ィの設定

デスクトップのカスタマイズ
テーマの変更

デスクトyブの苦累の変更

画面の揉像度の貝翌
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（３）「ユーザーアカウント」を開きます。 

 
図 補足.2-３ ユーザーアカウントと家族のための安全設定画面 

 

 

（４）「ユーザーアカウント制御設定の変更」を開きます。 

 

 
 

図 補足.2-４ ユーザーアカウント画面 

ユーザーアカウント 

ユーザーアカウント制御設定の変更 

主
R ... ↑ 

ユーザーアカウント

• コントロールバネル • ユーザーアカウントと万9ミリー＇ c
 コントロールパネルホーム

システムとセキュl斤イ

ネットワークとインターネット

ハードウェアとサウンド

尤グラム

• ユーザーアカウントとファミリーセ
ーフティ

デスク怜lプのカスタマイズ

時計、言語、お叔技地域

ユーザー アカウンt-0)削除

い。
資櫛 情報マネージャー
Web資格情報の管理 Windows資格惜報の筐理

メール

咆 ューザーアカウント

IR . ↑ ~· コントロールパネル 9 すべてのコントロールパネル項目 9 ユーザーアカウント

- C 

" C, コントロールパネ）は刃食索

コントロールパネルホーム
ユーザーアカウントの変更

黄格情報の管理

パスワード＇パットディスクの作成

万イル暗号化証明書の管理 〇 アカウント名の変更

〇 ユーザー尤万イJ⑳罪訂ロパ 〇 アカウンM涯駐頁の変更
ティの構成

PC 設定でアカウン~変更

衷境変数の変更
別のアカウンt-c管理

〇 ユーザーアカウント制御設定の変更

―

―
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（５）「ユーザーアカウント制御」ダイアログが表示されるので、「続行」ボタンをクリック 

します。 

ユーザーアカウント制御の設定画面が表示されるので、ゲージを「通知しない」まで 

スライドさせ、「OK」ボタンをクリックします 

 
 

図 補足.2-５ ユーザーアカウント制御の設定画面 

 

 

（６）「OK」ボタンをクリックすると、 

「ユーザーアカウント制御を無効にするには、コンピュータを再起動する必要があります」

とメッセージウィンドウが表示されますので、メッセージをクリックしてパソコンを再起動

してください。 

 

「通知しない」までスライドさせます 

fe
 

ユーザーアカウント制御の設定 ー ロ

コンピューターに対する変更の通知を受け取るタイミングの選択

ユーザーアカウント制御を使用すると、問題を起こす可能性があるオ］グラムカらのコンピューターの変更の防止に役立ちます．
ユーザーアカウント制御玲字の詳紐そ寿示

常に通知lする

以下の場合でも逓知しない：

・プ ）がゾフトウェアをインストールしようとする場合、またはコン
ピューターに変更む〕〇えようとする場合

• ユーザーがWindows設定を変更する場合

〇 推奨されませんe

に
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第６章 Java の設定 

６．１ Java 環境の設定 
インストールした Java が自動で更新されないよう設定を行います。 

（１） Windows 7 の場合は、「スタート」ボタンをクリックし、「コンピューター」を開きます。

Windows 8.1 の場合は、「スタート」ボタンを右クリックし、「エクスプローラー」を開きま

す。 

 

・Windows7 の場合                ・Windows8.1 の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図６.1-１ コンピューター呼び出し画面 

 

 

（２）「ローカルディスク（C:）」を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６.1-２ コンピューター画面 

 

コンピューター 

スタート 

スタート 

エクスプローラー 

プロジェクターヘの接綬
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図 Q
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既定のプロクラム
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0 1 1' 1~1 全|

＾^ 
VV  [Mlljl • コンピューター ►

登理 ▼ システムのプロパティ

尤グうムと機能(F)

モヒVテイセンター{B)

重汲オプション(0)

イベントビューアー(V)

システム(Y)

デバイスマネージ？一(M)

ネットワー外到亮(W)

ディスクの管理{K)

コンビューターの管理{G)

プログラムのアンインストールと変更

＊ お気に入り ハヽードディスクドライブ(_1)

』ダウンロード

罠 デスクトップ

定H韮 表示した場所

C -、_,._•• 
ヽリムーパブル記憶域があるデパイス(1:
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（３）「Program Files (x86)」フォルダを開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６.1-３ 「Program Files (x86)」フォルダ画面 

 

 

（４）「Java」フォルダを開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６.1-４ 「Java」フォルダ画面 

 

 

（５）「jre1.8.0_XXX」フォルダを開きます。 

   ※ XXX はダウンロードした Java のバージョンが表示されます。 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６.1-５ 「jre1.8.0_191」フォルダ画面 

 

 

  

この例では、バージョンは 
「JRE8 UPDATE 191」 
としております。 

旦〇叶品 ・ コンピューター ► OS (c:) • 
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』ダウンロード
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~~ ニ二二
. .  島 ,~ -· 
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（６）「bin」フォルダを開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６.1-６ 「bin」フォルダ画面 

 

 

（７）「javacpl」または「javacpl.exe」を左クリックしてから、右クリックをして  

「管理者として実行（A）」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６.1-７ javacpl または javacpl.exe 画面 

  

左クリック⇒右クリック⇒管理者と
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（８）「次のプログラムにこのコンピューターへの変更を許可しますか？」と表示されますので、 

「はい」を選択すると、「Java コントロールパネル」が表示されます。 

「更新」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６.1-８ Java コントロールパネル① 

 

「更新」をクリック 
ネッドフーク設定

インタ-ネッ1-B~ファイル

Javaアプリケーションで伎用されたファイ）I,(な、次回す(1.や〈実行できるように特別な
フォルダ内に格納されます。ファイ）凶）削除や設定の変更を行えMlは上級ユーザ-(J)
みです。

I 設定~- II 表示（辺 I 
プうウザ(])Javaが有ク杖こなっています。 「セキュリティ」タブを参照

I OK 11 耽消 I 適用(8)
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（９）以下の画面が表示されます。「更新を自動的にチェック」を外します。 

   （既にチェックが外れている場合、以降の操作は不要です。「取消」をクリックして画面を

閉じてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６.1-９ Java コントロールパネル② 

 

 

（１０）以下の画面が表示されますので、「チェックしない」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６.1-１０ Java コントロールパネル③ 

 

 

チェックを外します 

同Javaコントロール・パネル

lコ可垣[TIJava IセキュリティI詳緯

Java Update -晉告

Java Updateメカこズムを便用すれば、最新版(})Javaプうットフォームを
罐実（こ入手す~とができます。以下のオプションを設定することで、最新
版の耽得方法や適用方法に関する処理を制l晦す~ができます。

通知： 伊 □-ド前 ー可

I 拡張（以.I 
,teは少な〈とも迎に1回、日暗日の21:00に最新版を確認頃：

返される場合はシステム・タスク11-の通知領磁（こアイコン
・-ソルをアイコン上に移動して状況を罐i烈点す。最

面に通知されます。

I 今すぐ更新<wI 

I OK II ~;j!j 11 適用~ J

更新の自動確認を停止するように選択しました。将来のセキュ
リティ更新が適用されなくなります。

最高度のセキュリティおよひパフォーマンスを得るため、おvaで新規,,-ジョンの確認を定期的に実行
することを強くお惹め頃す。

~ 
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（1１）以下の画面が表示されます。チェックが外れたことを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６.1-１１ Java コントロールパネル④ 

 

６．２ 例外サイト・リストの設定 

 

（１）Java コントロールパネルを開きます。「セキュリティ」をクリックします。 

 
図６.２-１ Java コントロールパネル① 

 

 

 

 

チェックが外れました 

「セキュリティ」をクリック 

回Javaコントロール • パネル

I-=面~Ltキュリティl四

Java Updateメカニズムを便用すれは、最新版のJavaプうットフォームを
瑾実に入手することができます。以下のオプションを設定することで、最新
版の耽得方法や適用方法に関する処理を制ii!Pす蕊とができます。

通知 戸 丑 ＿ 可
呻 暉 畔四 ＇ 掠張(Q)

能な場沢思菱炉翌荏翡嚢濫詑芦嘉需ノ
上に移動し 認します。

rn Javaコントロール ・バネル

日 ,_エ

ネッ1-'J-ク験定

ネッ1-'J-ク設定（な接院8寺（こ使用されま
ばす．これらの駿定を変更でき~;t上

インターネットーB;'jファイル

I 今すぐ更新cwI 

I OK 11 耽消 11 適用<B> I 

Javaアブリケーションで・f更片茫れたファイルはカ:@]す(;tやく実行できるように特別なフォルダ内に格納され
ます。ファイ）W)削隙や設定の変更を行えwま上級J.-ザゴのみです。

I • 食定<si 11 表示<YJ I 

プブうザ/JJJavaが有ガ頂こなっています。

「セキュリティ」タブを参照

I OK 11 耽肖 I 迎用(8)
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（２）｢サイト・リストの編集｣をクリックします。 

 
図６.２-２ Java コントロールパネル② 

 

（３）「追加」ボタンをクリックします。 

  
図６.２-３ Java コントロールパネル③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「サイト・リストの編集」を

クリック 

「追加」をクリック 

団ブデザでJavaJンテンツを賓奴こす~~

例外サイト・リスHこないアプリケーションのセキュリティ・ハル
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＠ 高(H)-!iE明書の失効ステータスを遁12できない場合でも、信頼できるI磁i艮iO)H明書（こよ
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FイテムをこのリスH~追加します。
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I OK 11 耽肖 I 適用(8)
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（４）「場所」欄が表示されます。 

Java のフォルダ名およびご利用頂く電子入札システムの URL を登録します。 

 
図６.２-４ Java コントロールパネル④ 

    

 

（５）第５章でダウンロードした「JavaPolicy 設定ツール」フォルダを開きます。 

フォルダ内の「例外サイト設定 URL.txt」を開きます。 

 
図６.２-５ JavaPolicy 設定ツールフォルダ 

 

 

（６）「例外サイト設定 URL.txt」内の URL を１行づつコピーし「例外サイト・リスト」の 

「場所」に貼り付け、「追加」ボタンをクリックします。 

 同じ操作で２つの URL を追加してください。 

 

 
図６.２-6 例外サイト設定 URL 

 

国 例外サイト ・リスト ~ 

次に示すサイトカち起軌されたアブリケーショ:Al該当するセキュリティ・プ0ンブ1-Q.)後に実行を許可されます。

==  
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I 追廊8> 11 ~,, 余<Bl I 
1111 FILEブ0トコルおよUHTTPブ0トコ｝は、セキュリティ・リスクと見なされます。可能な場合はHTTPSサイトを1更用することをお差めしす。
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整理 ▼ ライプラリに追加 ▼ 共有 ▼ 新しいフォルダー 拒 ▼

上 お気に入り

ヽダウンロード

涵 最近表示した場所

デスクトッブ

-ライブラリ

四 ドキュメント
=,.,,..,..,._ 

-̂

＿＿＿

-

名前

香き込む

， 

一
lib 

LJ EbICCardEncryptionUtils.permission 

じEbPolicyFile.properties 

LJ permission.permission 

且
1い 例外サイト設定URL.txt

更新日時

2016/06/10 10:00 

2016/06/10 10:00 

2016/06/10 10:00 
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ファイルフォル．．．

PERMISSIONフ．．．

PROPERTIESフ…

PERMISSIONフ．．．
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テキストドキュ．．．

サイズ

コ例外サイ ト設定URL.txt — メモ帳
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図６.２-７ Java コントロールパネル⑤ 

 

 

※以下のようなセキュリティ警告画面が表示された場合は、「続行」をクリックしてください。 

 

 
図６.２-８ Java セキュリティ警告 

「続行」をクリック 

伍 例外サイト・リスト ~ 

次（こ示すサイトから起動されたアブリケーションは該当するセキュリティ・プロンプ1-<D後に実行を許可されます。

II 

＇ 
叩喧•『 ile-///C:/Pro@ram%20Files%20(x86)/Java/jre180 191/lib/applet/ 

［ 追加(A) 11 削除<RlI 

1a 可FIL能Eプなロ場トコ合ルはおHよTT{)PHSTTサイPプトをロトコルは、こセとキをュおリ惹ティめ・リスクと見なされます。
使用する はす。

［ し

セキュリティ詈告-FILEDケーション

例外サイト・リストにFILE□ケーションを含めること（ま、セキュリティ
・リスクと見なされます

場所： file:// 

FILEプロトコルを使用するロケーションにはセキュリティ・リスクがあるため、お便いのコンピュータの個人・t責
報が危険（こさらされるおそれがあります。例外サイト・リス
します。

このロケーションを受け入れる場合（ま「読行」をクリックし
じす。

＜三江
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（７）テキストファイル内の２つの URL が表示されていることを確認します。 

  「OK」ボタンをクリックします。 

 
 

図６.２-９ Java コントロールパネル⑧ 

 

（１０）Java コントロールパネル内の「例外サイト・リスト」に入力した URL が表示されている

ことを確認してください。 

確認後、「OK」ボタンをクリックします。 

 
 

図６.２-１０ Java コントロールパネル⑨ 

 

以上で Java の設定は完了です。 

国 例外サイト・ リスト ~ 

次（こ示すサイトから起動されたアプリケーションは該当するセキュリティ・プロンプf-0)後に実行を許可されます。

II•--

麟即 ~ ~ile:// /C:/Program9'20Files9'20(x86)/ Java/jre 1.8.0_ 191/lib/applet/ 「． l,ttps://wwwebs-asp.fwdne.jp/CALS/ L.. 

I 追加(A) 11 削除<Rl I 

~可FIL能Eプなロ場トコ合ルはおHよTTびPHSTTサイPプトをロ便トコ用ルすはる、こセとキをュおリ惹ティめ・リはス沼クと。見なされます。

仁 仁

国 Javaコン トロール ・パネル l=l ~ I — — —l 

例外サイト・リスHこないアプリケーションのセキュリティ・ t,r::ル

0非常に高(V)

註明書が失効していないことを確認できる場合にかぎり、信頼できる認駐局の騒明書により濠別
されるJavaアプリケーションのみ実行を許可されます。

＠高(H)

証明書の失効ステータスを確認できない場合でも、信頼できる認証局の証明書により渫別され
るJavaアプリケーションは実行を許可されます。

例外サイト・リスト

~, 、サイト・リス初編集(sj

証明書の管理(M) l 

t
 

靱消 ~ 
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補足２ Internet Explorer の設定 
 電子入札システムを使用するには、Internet Explorer の設定も必要となります。 

 設定を行っていない場合は、下記手順を参照の上、設定をしてください。 
 
・信頼済みサイトとポップアップブロックの設定 
（１）「Internet Explorer」を起動します。 

 

（２）ツールメニューから「インターネットオプション」①をクリックします。 

 
図 補足.１ Internet Explorer 画面 

 

（３）画面上部の「セキュリティ」タブ①をクリックします。 

「信頼済みサイト」②をクリックし選択後、「サイト」ボタン③をクリックします。 

 
図 補足.２ インターネットオプション画面 

① 

① 

② 

③ 

~ p會 C ~ Iiiしいタブ
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lnPrHateプ―9ズ0) Ctrl,Shlft令P

遍縛防止€賓効にする(lQ

如 eXフィルター(X)

~r, ● t .. ;:::ci 

曇終閲贄セッシ3ンtl'I虞関く(SJ

サイトをカビ1 tAI 

ダウンロ＿ドの表示(N)

ポップ7"Jプ尤ック(P)

Sma心oeen万ルター慢麓(1)

メディアうイセンスの詈lll(M)

アドオンの冒珊tAI

互檎表示＆定(BJ

~IJ)万・ドr曼(1h (fl 

J<-ドr,.,.1£,

C如虚索

w;ndow, Update(U) 

バフスーマンスダッシュポード Ct~•Sh;f"U 

f12 I"" .tツ→恥

OneNot● Unked Notes 

Send to OneNote 

インターネットオプション

コンテンツ 1接院 1プログうム 1詳繍設定

日
サイト(Q)

このゾーンにはWebサイトがあります。

このゾーンのセキュリティのレベル（リ

カスタム
ヵ

更するに（ま、［レベ）o(J)カスタマイズ］ポタンをクリックします
＇を使用するには、ぽ定のレベル］ポタンをクリックします

巳保護モードを有効にする(InternetExplorerの再閉が必要）(f) 

1レベルのカスタマイズ<011 既定のレベル(Q)

［ すべてのゾーンを既定のレベルにリセットする(BlI 

I OK 11 キャンセル 1 適用(b)
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（４）「この Web サイトをゾーンに追加する」の入力欄①に以下の URL を入力し「追加」ボタン②

をクリックします。 

https://www.ebs-asp.fwd.ne.jp/ 

「Web サイト」欄」③に追加した URL が表示されたことを確認し、「閉じる」ボタン④を 

クリックします。 

 
図 補足.３ 信頼済みサイト 

 

 

（５）「インターネットオプション」画面の「レベルのカスタマイズ」ボタン①をクリックします。 

 

 
図 補足.４ インターネットオプション画面 

  

① ② 

④ 
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① 
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（６）「ポップアップブロックの使用」①を「無効にする」に変更します。 

「OK」ボタン②をクリックします。 

 

 
図 補足.５ セキュリティ設定画面 

 

 

 

・互換表示の設定 

（１）「Internet Explorer」を起動します。 

 

（２）ツールメニューから「インターネットオプション」①をクリックします。 

 
図 補足.６ Internet Explorer 画面 
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（３）「追加する Web サイト」欄①に以下を入力し、「追加」ボタン②をクリックします。 

fwd.ne.jp 

互換表示に追加した Web サイト」欄③に追加した項目が表示されていることを確認し、 

「閉じる」ボタン④をクリックします。 

 

 
図 補足.７ 互換表示設定画面 

 

 

以上で Internet Explorer の設定は完了です。 

 

① 
② 

③ 

④ 

互換表示設定 ~ 

邑 互換表示設定の変更

追加するWebサイト(D):

I 勁 D(A) II 

互換表示に追加したWebサイト(W):

fwd.ne.jp I 削除(R) I 

図 ィントラネットサイぽ互換表示で表示する(I)

図 Microsoft互換性リスM浪弗(U)

Internet Exglorer !!21. ぅii迄ー［こ閏王ゑ巴明を読んで詳細を祠認する

(1応 (C) 1) 




